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国

語

〔
60
分
〕

　
　
　
　

次
に
示
す
の
は
、
文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　

特
別
活
動
編
」
の
「
旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行
事
の
ね
ら
い
と

内
容
」
の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
【
会
話
文
】
は
、
増
進
高
等
学
校
の
修
学
旅
行
委
員
と
委
員
会
顧
問
の
先
生
と
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
討
論
の
様
子

で
あ
る
。
後
に
示
す
【
資
料
①
】
～
【
資
料
③
】
を
踏
ま
え
て
、
各
問
い
（
問
１
～
３
）
に
答
え
よ
。

第
1
問高等学校学習指導要領解説　特別活動編（平成三十年）より

　旅行・集団宿泊的行事のねらいは，次のとおり考えられる。

　校外の豊かな自然や文化に触れる体験を通して，学校にお

ける学習活動を充実発展させる。また，校外における集団活

動を通して，教師と生徒が寝食を共にすることによって，教

師と生徒，生徒相互の人間的な触れ合いや信頼関係の大切さ

を経験し，楽しい思い出をつくることができる。さらに，集

団生活を通して，基本的な生活習慣や公衆道徳などについて

の体験を積み，集団生活のきまりや社会生活上のルールにつ

いて考え，実践し，互いを思いやり，共に協力し合ったりす

るなどのよりよい人間関係を形成しようとする態度を育てる。

　旅行・集団宿泊的行事においては，例えば次のとおり資

質・能力を育成することが考えられる。

○�豊かな自然や文化・社会に親しむことの意義を理解すると

ともに，校外における集団生活の在り方や社会生活上の

ルール，公衆道徳などについて理解し，必要な行動の仕方

を身に付けるようにする。

○�日常とは異なる生活環境の中での集団生活の在り方や公衆

道徳について考え，学校生活や学習活動の成果を活用する

ように考えることができるようにする。

○�日常とは異なる環境や集団生活において，自然や文化・社

会に親しみ，新たな視点から学校生活や学習活動の意義を

考えようとする態度を養う。

　旅行・集団宿泊的行事としては，遠足，修学旅行，集団宿

泊，野外活動などが考えられる。

（以下略）
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【
会
話
文
】

　
　
登
場
す
る
人
物

　
　
　
金
沢
―
―
増
進
高
等
学
校
修
学
旅
行
委
員
会
委
員
長
。

　
　
　
水
戸
―
―
３
年
１
組
　
修
学
旅
行
委
員
。

　
　
　
長
野
―
―
３
年
２
組
　
修
学
旅
行
委
員
。

　
　
　
大
坂
―
―
３
年
３
組
　
修
学
旅
行
委
員
。

　
　
　
宮
崎
―
―
３
年
４
組
　
修
学
旅
行
委
員
。

　
　
　
松
山
―
―
教
諭
。
修
学
旅
行
委
員
会
顧
問
。

金
沢　
　

私
た
ち
は
昨
年
秋
に
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
京
都
・
奈
良
旅
行
を
満
喫
し
ま
し
た
が
、
現
在
振
り
返
っ
て
み
て
、

皆
さ
ん
、
ど
う
い
う
感
想
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。

水
戸　
　
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　

特
別
活
動
編
」
に
あ
る
修
学
旅
行
の
目
的
に
照
ら
し
な
が
ら
、
観
光
を
通
じ
て
今
後
の
私
た
ち
の
学
び
が

深
ま
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
こ
と
を
意
識
さ
れ
た
の
は
わ
か
る
ん
で
す
が
、
神
社
や
お
寺
ば
っ
か
り
で
少
し
飽
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う

少
し
私
た
ち
の
興
味
関
心
に
即
し
た
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

宮
崎　
　

う
ー
ん
。
私
は
、
別
に
奈
良
・
京
都
を
巡
る
よ
う
な
修
学
旅
行
で
も
よ
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。
私
た
ち
の
興
味
関
心
に
即
し
た
場
所
な
ら
、

そ
れ
こ
そ
友
達
同
士
の
旅
行
で
行
け
ば
い
い
だ
け
の
こ
と
で
す
か
ら
。
修
学
旅
行
の
最
大
の
目
的
は
、
集
団
活
動
を
通
し
て
人
間
的
に
成
長
す
る

こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
自
分
の
興
味
と
は
関
係
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
野　
　

で
も
「
人
間
的
に
成
長
す
る
」
た
め
に
は
、
一
定
の
興
味
関
心
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
明
治
時
代
、
修
学
旅
行
が
始

ま
っ
た
頃
に
は
、
富
士
登
山
や
皆
既
日
食
観
測
な
ど
、
そ
れ
な
り
に
魅
力
的
な
企
画
が
あ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
そ
れ
が
今
で
は
、
定
番
の
観
光
地

巡
り
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

松
山　
　

修
学
旅
行
に
も
冒
険
と
同
じ
よ
う
な
新
鮮
な
体
験
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
ね
。
事
実
、
最
近
の
修
学
旅
行
の
傾
向
を
み
る
と
、

【
資
料
②
】
に
あ
る
よ
う
に
、「
体
験
学
習
」
を
取
り
入
れ
る
学
校
が
増
え
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、【
資
料
①
】
は
他
の
高
校
の
生
徒
が
書
い

た
文
章
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
環
境
と
は
大
き
く
異
な
る
石
垣
島
で
の
民
泊
体
験
は
結
構
、
刺
激
的
で
有
益
だ
っ
た
よ
う
だ
。

大
坂　
　

う
ら
や
ま
し
い
な
あ
。【
資
料
③
】
の
「
重
点
を
置
い
た
活
動
内
容
」
で
、「
遺
跡
、
史
跡
、
文
化
財
、
寺
社
な
ど
の
見
学
」
と
石
垣
島
の
民
泊
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の
よ
う
な
「
い
な
か
暮
ら
し
体
験
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
項
目
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
に
注
目
し
て
前
々
回
か
ら
今
回
ま
で
の
順
位
の
推

移
を
比
べ
る
と
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。
こ
の
調
子
が
続
け
ば
、
体
験
学
習
が
見
学
学
習
を
追

い
抜
く
日
も
そ
う
遠
く
な
さ
そ
う
で
す
よ
。

水
戸　
　

私
も
同
感
で
す
。
日
常
か
ら
離
れ
て
新
し
い
体
験
が
得
ら
れ
る
修
学
旅
行
で
あ
れ
ば
、
視
野
を
広
げ
て
自
分
や
世
界
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で

き
、
将
来
の
進
路
決
定
に
も
役
立
ち
そ
う
で
す
。

宮
崎　
　

た
だ
し
、
集
団
活
動
が
苦
手
で
、
修
学
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
と
い
う
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
本
当
は
そ
ん
な
生
徒
こ
そ
、
集
団
の
中

で
ル
ー
ル
を
守
り
、
他
の
仲
間
と
協
調
し
て
信
頼
関
係
を
深
め
て
い
く
訓
練
と
し
て
、
修
学
旅
行
に
参
加
す
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
な
。

長
野　
　
【
資
料
②
】
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
修
学
旅
行
で
は
「
班
別
の
自
主
活
動
」
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
過
去
に
比
べ
て
、
従
来

の
団
体
観
光
旅
行
型
の
修
学
旅
行
で
重
ん
じ
ら
れ
た
集
団
の
規
律
や
人
間
関
係
と
い
う
の
は
あ
ま
り
意
味
を
も
た
な
く
な
る
の
で
は
。

松
山　
　

た
し
か
に
修
学
旅
行
は
「
班
別
の
自
主
行
動
」
に
よ
る
多
様
な
「
体
験
学
習
」
型
に
移
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
修
学
旅
行
の
基
本
と

し
て
「
学
習
指
導
要
領
解
説
」
に
言
わ
れ
て
い
る
「
教
師
と
生
徒
、
生
徒
相
互
の
人
間
的
な
触
れ
合
い
や
信
頼
関
係
の
大
切
さ
を
経
験
し
、
楽
し

い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
従
来
の
姿
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
集
団
の
中
で
の
協
調
性
や
責
任
感
は
授
業
で
は
な
か

な
か
教
え
ら
れ
な
い
か
ら
ね
。

金
沢　
　

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
、
委
員
の
皆
さ
ん
と
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
話
か
ら
、
修
学
旅
行
の
今
日
的
な
意
義
を
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

以
上
の
二
点
に
な
り
ま
す
。

松
山　
　

な
か
な
か
興
味
深
い
議
論
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
意
見
は
次
年
度
以
降
の
後
輩
の
た
め
に
大
い
に
参
考
に
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

ア

イ
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【資料①】

石垣島での修学旅行体験

増修高校　三年　大津　誠

　今回の修学旅行は、私にとってはじめての沖縄の石垣島、そして、はじめての民泊という

ように、「はじめて」づくしの旅でした。「石垣島で民泊」と知った当初は不安が大きくて、

正直なところホテルのほうがいいと思いました。でも、親切な民宿の方々とお会いするとす

ぐにそんな不安は消え、班の仲間と一つの部屋に一緒にいることもすごく楽しくて、ホテル

に泊まるより絶対によかったと思うようになりました。

　私が石垣島で最も印象に残ったことは、近所に住む人たちとの交流でした。町の人たちは

みんな仲良さそうに話をしていますし、私たちにも気軽に話しかけてくれ、とても明るくて

いいところだと感じました。食事を自分たちで作って食べる郷土料理の体験もしましたが、

石垣島では屋外でホームパーティをする人も多く、そこでは、遠くからの旅行者などが特に

歓迎されるという話を聞きました。古文の授業で習った「まろうど（客人）」を珍重する伝統

がまだ生きているようで、興味深かったです。

　私たちの班は農家の方たちを訪問する自主活動をしましたが、農家の仕事は大変そうです。

たとえば、豚が病気を起こして、他の農家の豚へも感染してしまうと大変なことになるので、

豚小屋はいつも清潔に保つようにしているそうです。豚小屋の清掃体験も少しだけさせても

らいましたが、本当に大変な仕事でした。

　石垣島での体験を通じて、同じ日本にいるのに異文化体験をしたような新鮮な気分になれ

ました。島の人たちの、人と人とのつながりを大切にする温かい気持ちは、本の中で読んだ

だけの、私が知らない昔の日本を思い出させるものであり、それは、現代に生きるすべての

私たちが見習わなければならない点だと思います。このように今回の修学旅行は、私にとっ

て新しい気づきと新しい学びの連続でした。

【資料②】

・体験学習実施率 ・班別自主行動実施率

実施しな
かった
34.2%

実施し
ない
13.3%

実施した
86.7%

回答数
835校

回答数
834校

※全国の国立・公立・私立等の高等学校を対象とし、調査校を抽出し回答を依頼した。
（日本修学旅行協会「教育旅行年報　データブック 2017」）

実施した
65.8%
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【資料③】

重点を置いた活動内容
順位

活動内容
今回 前回 前々回

1 1 1 遺跡、史跡、文化財、寺社などの見学
2 2 2 平和学習
3 5 3 伝統的町並みや建造物群保存地区の見学
4 5 4 スキー（スノーボード、スノーシューなど含む）
5 3 5 自然や野外活動体験（無人島体験、洞窟体験など含む）
5 4 5 マリンスポーツ（ダイビング、シュノーケリングなどを含む）
7 13 17 いなか暮らし体験
8 12 15 産業や産業遺産の見学

9 10 12
その他のスポーツ（ラフティング、カヌー、熱気球、トレッキング、乗
馬など含む）

10 8 7 職場訪問、職場体験

11 7 11
伝統文化、伝統芸能や祭り体験（書道、舞妓、着付け、三味線、など
含む）

12 9 9 博物館などの見学
13 10 13 学校見学（大学、専門学校など）
14 15 - 防災・震災学習
14 18 16 ミュージカル、演劇などの鑑賞
16 14 10 伝統工芸などものづくり体験
17 17 14 宗教体験（座禅、法話、写経など）
18 16 8 環境学習体験
19 19 18 農業
20 23 20 歌舞伎、文楽、能楽などの鑑賞
21 21 19 料理・食品加工体験
22 20 20 美術館などの見学
23 22 22 国際交流（外国人、留学生との交流）
24 24 25 酪農
25 26 24 販売・商業体験
26 24 23 漁業（釣り含む）
27 28 25 コンサート、音楽の鑑賞
27 - - 林業
27 - - 介護福祉体験
30 27 - ボランティア体験（具体的内容）

（日本修学旅行協会「教育旅行年報　データブック2017」）
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問
１　

傍
線
部
「
観
光
を
通
じ
て
今
後
の
私
た
ち
の
学
び
が
深
ま
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
ね
ら
い
に
当
て
は
ま
る
箇
所
を
「
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
特
別
活
動
編
」
か
ら
探
し
、「
…
…
こ
と
。」
に
続
く
形
に
し
て
三
十
字
以
内
で
書
け
（
読
点
を
含
む
）。

問
２　

空
欄

ア

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、「
前
々
回
か
ら
今
回
ま
で
の
順
位
の
推
移
を
比
べ
る
と
」
ど
う
な
っ
て
い
る
か
が
具
体
的
に
分
か
る
よ
う

に
四
十
字
以
内
で
書
け
（
読
点
を
含
む
）。
な
お
、「
遺
跡
、
史
跡
、
文
化
財
、
寺
社
な
ど
の
見
学
」
を
「
前
者
」、「
い
な
か
暮
ら
し
体
験
」
を
「
後

者
」
と
し
て
述
べ
る
こ
と
。

問
３　

空
欄

イ

に
つ
い
て
、
こ
こ
で
金
沢
さ
ん
は
何
と
述
べ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。
次
の
⑴
～
⑷
を
満
た
す
よ
う
に
書
け
。

⑴　

二
文
構
成
で
、
百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
（
句
読
点
を
含
む
）。
な
お
、
会
話
体
に
し
な
く
て
よ
い
。

⑵　

一
文
目
は
「
集
団
活
動
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
述
べ
る
こ
と
。

⑶　

二
文
目
は
「
さ
ら
に
、」
と
い
う
書
き
出
し
で
、「
体
験
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
述
べ
る
こ
と
。

⑷　

⑵
・
⑶
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
は
す
べ
て
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
特
別
活
動
編
」、
お
よ
び
【
会
話
文
︼
に
よ
る
こ

と
。


